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◉企画の概要と選定理由
肉じゃがなどおなじみの料理が実は「失敗作」から生まれた「成功作」で
あることを紹介し、アレンジ次第でおいしい一皿が生まれる料理の楽しさをユ
ニークな視点で訴求した。額縁に名画を収めたような美しい料理の写真と、
思わず引き込まれる失敗エピソードが読者の注目を集めた。日ごろ食卓に並
ぶ人気メニューの新たな魅力を引き出し、毎日キッチンに立つ人には温かい
エールを贈った。見せて読ませる新聞広告の特性を生かし独特の世界を作
り上げ、効果的にメッセージを伝えた作品として高く評価された。

◉掲載状況	 ���������２０１６年３月３０日、朝日に掲載／二連版全３０段、
カラー

◉広告活動	 ��������� 雑誌広告と連動
◉企画・扱い	������� 電通
◉制作	 ��������������� 電通、たき工房、トーン・アップ、ＯＮＥ ＴＯＮＥ、

レブロン
◉制作スタッフ	 �����Ｐｒｏ＝成田裕明・高梨愛子、ＣＤ＝大蔵泰平、ＡＤ

＝小倉輝久・林耕平・大熊久美子・出雲優子・斉藤
安奈、Ｃ＝新井奈生・石橋涼子・神山浩之、Ｄ＝内
藤薫・宮下一久・小田原雅三、Ｐｈ＝村井眞哉、ﾌｰ
ﾄﾞ＝石森いづみ・篠原成徳・斉藤真・戸田美咲、Ｃ
Ｇ＝木村修・佐々木裕志・須江康之、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ＝八
杉貞治・岩上優奈・柳澤隆司・東海舟・蓑輪義行・
山崎真由美

白い恋人（新幹線に乗せてください。）
石屋製菓株式会社

「これ、ぜんぶ失敗作・・・から生まれた料理です。」キャンペーン
味の素株式会社

◉企画の概要と選定理由
２０１６年３月の北海道新幹線開業当日に、北海道を代表するお土産「白い
恋人」の存在を改めて印象づけた。おなじみの商品パッケージで新幹線の
車両をかたどったビジュアルとシンプルなコピーは、北海道民が長年待ち望
んでいた新幹線への思いと重なり、同社の思いを際立たせた。北海道全
体が喜びに沸いたニュースを巧みにとらえ、読者の共感を生む表現で商品
のブランディングに結びつけた作品として高く評価された。

◉掲載状況	 ���������２０１６年３月２６日、北海道に掲載／全１５段、カラー
◉企画・扱い	������� 電通北海道
◉制作	 ��������������� 電通北海道、西澤デザイン事務所、アルファ・シリ

ウス
◉制作スタッフ	 �����ＣＤ＝増田光記、ＡＤ・Ｄ＝西澤弘眞、Ｃ＝遠藤誠之、

Ｐｈ＝佐藤匠
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◉掲載状況	 ���������２０１５年１０月１日、朝日、毎日、読売、日経、産
経、北海道、河北、中日、中国、西日本に掲載
／二連版全３０段、カラー

◉広告活動	 ��������� 道頓堀グリコサイン（屋外広告）で特別映像放映
◉企画	 ��������������� 電通
◉制作	 ��������������� 電通、ジェ・シー・スパーク
◉扱い	 ��������������� 電通、大広
◉制作スタッフ	 �����Ｐｒｏ＝小川愛世、ＣＤ＝古川裕也、ＡＤ＝正親篤、Ｃ

＝細川美和子、Ｄ＝小鯛太郎

◉企画の概要と選定理由
江崎グリコとグリコ乳業の合併を告知し、「おいしさと健康」という企業理念
を受け継ぎ、新しい価値と笑顔を生み出していく企業姿勢を明らかにした。
見開き紙面から読者の目に飛び込んでくる親しみのあるトレードマークと、

「ゴールではなく、スタートだ。」という勢いのあるコピーは、躍動感を持って
新しいグリコを印象づけ、インターネット上でも話題となった。新聞広告の
ニュース性を生かし、企業ブランドの醸成に貢献した作品として高く評価さ
れた。

江崎グリコ株式会社

江崎グリコ・グリコ乳業　合併広告「ゴールではなく、スタートだ。」
株式会社集英社

集英社　企業広告「読書は、平和を守る。」シリーズ

◉企画の概要と選定理由
創業９０周年の元日に、本を読むことの大切さ、出版社の社会的意義を訴
えた。読者に熱い思いを伝えて、社会の平和や豊かさを広げていくことが
出版社の使命であると、「読書は、平和を守る。」というまっすぐなメッセー
ジを、掲載紙それぞれに広告テーマを変えて訴求した。新聞広告を起点に
インターネット上で読書の効用や日本の将来をテーマに活発な議論が交わさ
れるなど、多くの反響を得た。新年にふさわしい決意あふれる表現で、活
字文化の担い手である出版社の存在価値を見つめ直した作品として高く評
価された。

◉掲載状況	 ���������２０１６年１月１日、朝日、毎日、読売、日経、産
経に掲載／全１５段、モノクロ

◉企画	 ��������������� アサツー ディ・ケイ
◉制作	 ���������������ＡＤＫアーツ、ＴＲＩＶＡＬ
◉扱い	 ��������������� 電通、博報堂、昭通
◉制作スタッフ	 �����ＣＤ・Ｃ＝藤井徹、ＡＤ＝塚本康太、Ｄ＝奥村翔、Ｐｈ

＝Ｏｓａｍｕ Ｙｏｋｏｎａｍｉ、ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ＝ＭＡＳＡＫＩ ＫＡＴ
ＡＯＫＡ、ﾍｱﾒｲｸ＝Ｅｍｉ Ｏｈａｒａ、美術＝Ａｙｕｍｉ Ｋａｍｉ
ｍｕｒａ、ｴｰｼﾞｪﾝｼｰＰｒｏ＝小林晃、Ｐｒｏ＝木本真一・
伊藤円香

朝日

日経 産経

毎日 読売
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公益財団法人世界自然保護基金ジャパン（ＷＷＦジャパン）

近くのネコも、遠くのトラも、同じように想ってほしい。

◉企画の概要と選定理由
２月２２日のネコの日に合わせ、絶滅の危機に瀕しているネコ科動物の保護を
呼びかけるキャンペーンを展開した。巧妙な錯視技法を用いて、紙面を近
づけるとネコが見え、遠くに離すとトラやヒョウが現れる広告をページ送りで
展開し、身近なネコと同じようにネコ科動物の絶滅の問題を考えてもらうきっ
かけとした。印刷技術を駆使した斬新なクリエーティブと訴求内容の絶妙な
組み合わせで読者の関心を高め、グラフィックの力を発揮した作品として高
く評価された。

◉掲載状況	 ���������２０１６年２月２２日、 東京に掲載／全１５段 ×２
（ページ送り）、モノクロ

◉広告活動	 ��������� ウェブサイトと連動
◉企画・制作・扱い	 � 	アサツー ディ・ケイ
◉制作スタッフ	 �����Ｐｒｏ＝高市祐貴、ＡＤ・Ｄ＝菊池佳奈、Ｃ＝松元篤

史・佐藤茉依

名古屋鉄道株式会社

名鉄沿線催事シリーズ

◉企画の概要と選定理由
花火大会や紅葉など名古屋鉄道沿線の季節の話題を、新聞紙の質感を生
かしたレトロな美しいイラストを使いシリーズで紹介した。写真を使わずあえ
て季節感あふれるイラストで表現することにより、広告の中に小さな物語を作
り上げた。現地を訪れてみたいという気持ちを駆り立て、実際に行動を喚起
した。端正な表現は多くのファンを作り、沿線の魅力を見事に伝えた作品と
して高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2０１５年７月１８日、１０月２４日、１６年３月１９日、
中日に掲載／全１５段、カラー 

◉広告活動	 ��������� 名古屋鉄道沿線でのポスターと連動
◉企画	 ��������������� 電通名鉄コミュニケーションズ
◉制作	 ��������������� たき C1
◉制作スタッフ	 �����Ｐｒｏ＝白石啓和、ＣＤ＝長谷川辰郎、ＡＤ＝鈴木義

野、Ｃ＝石本香緒理・春日井智子・鈴木義野、Ｄ＝
大山昌太・森彩乃、Ｉ＝宮崎一人

2015 年 7 月 18 日

2015 年 10 月 24 日 2016 年 3 月 19 日
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福島県

あなたの思う福島は、どんな福島ですか？

◉企画の概要と選定理由
東日本大震災から５年が経過したのを機に、福島県がこれまでの支援への
感謝と復興に向けた決意を県内外に示した。風評被害や偏見がある一方、
日常生活も営まれている福島のありのままの姿を淡 と々つづったコピーから、
難題を抱える福島の思いがストレートに伝わり、改めて読者が被災地に心を
寄せるきっかけとなった。全国への情報発信とそれを基調にした県民への
報告という立体的展開により、メッセージを広く丁寧に届けた作品として高く
評価された。

◉掲載状況	 ���������２０１６年３月１２日、①を朝日、毎日、読売、日経、
産経、②を福島民報、福島民友に掲載／全１５段、
カラー

◉広告活動	 ��������� 雑誌広告、交通広告と連動
◉企画・制作	������� 電通東日本、電通
◉扱い	 ��������������� 電通
◉制作スタッフ	 �����ＣＤ・Ｃ＝箭内道彦・並河進、ＡＤ＝熊谷由紀、Ｄ＝

鈴木沙織・勝山進太朗・鵜沼美沙、Ｉ＝須藤早希子

① ②

◉企画の概要と選定理由
記事中の決まったスペースに思わず笑ってしまう軽妙な川柳
を継続的に出稿し、堅くて近寄りがたい質屋の印象を払拭す
るとともに、認知向上を果たした。連載によって店の存在を
読者の記憶に残し、顧客の新規開拓や既存客の利用増など
の効果をもたらした。小さなスペースであっても表現やアイデ
ア次第で大きな効果を生む雑報広告の力を示した作品として
高く評価された。

◉掲載状況	 ���������２０１５年９月４日から２０１６年５月２７
日まで４８回（継続中）／記事ばさみ
１段×１センチ、モノクロ

◉企画・制作	������� フタバ
◉制作スタッフ	 �����Ｐｒｏ・ＣＤ・ＡＤ・Ｃ・Ｄ＝磯田岳洋

有限会社フタバ

質フタバ川柳キャンペーン
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株式会社光文社　株式会社マガジンハウス

７０周年企画／雑誌とは、時代の景色だと思う。
吉乃川株式会社

ありがとうの包み紙

◉企画の概要と選定理由
年末の紙面で一年間の感謝を伝えるとともに、日本酒「吉乃川」の贈答品
としての需要を喚起した。新聞広告がそのまま上品な包装紙になるというユ
ニークなアイデアと落ち着きのあるシンプルなクリエーティブは、「包む」という
日本の伝統文化と新聞紙を融合させ、新聞広告に新たな価値を加えた。
贈答シーズンに合わせたタイムリーな展開と、紙媒体の特性を生かした表現
により、ビジュアルやコピーでメッセージを伝えるだけにとどまらない、新聞広
告の可能性を広げた作品として高く評価された。

◉企画の概要と選定理由
ともに創業７０周年を迎えるライバル２社が手を組み、時代を彩ってきた雑誌
の魅力をアピールした。両社がこれまでに発行した雑誌の表紙で華やかな
街を作り上げ、雑誌が世の中をリードしてきたことをカラフルで楽しいクリエー
ティブで表現した。単なる企業広告にとどまらず、雑誌をもっと盛り上げてい
きたいという未来志向のメッセージが込められ、読者だけでなく取次会社や
書店からも好評を博し、出版業界全体のアピールにつながった作品として高
く評価された。

◉掲載状況	 ���������２０１５年１２月２９日、新潟日報に掲載／全１５段、
全５段、カラー

◉広告活動	 ���������ＳＮＳ、ウェブサイトと連動。営業社員の年末あいさ
つの包み紙としての活用

◉企画・制作・扱い	 � 電通東日本新潟支社
◉制作スタッフ	 �����ＡＤ＝清水渉、Ｃ＝倉元英之、Ｄ＝涌井明人、Ｐｈ＝

吉田則之・比留川勇、CG= 荻野瑞穂

◉掲載状況	 ���������２０１５年１０月５日、朝日、読売に掲載／二連版全
３０段、カラー

◉広告活動	 ��������� 駅貼りポスター、雑誌広告と連動
◉企画・扱い	������� 電通
◉制作	 ��������������� ジェ・シー・スパーク、こびとのくつ
◉制作スタッフ	 �����ＣＤ＝柚川祐一、ＡＤ＝佐藤俊一、Ｃ＝中澤俊吉、Ｄ

＝山口直樹・荻野沙理、ＣＧ＝星和紀・工藤美樹、
ｸﾘｴｰﾃｨﾌﾞPro＝伊藤恵

包装したイメージ
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